
様式第２号（第６条関係）

年 3 月 13 日

◯みんなの居場所&こども食堂「もぐ
もぐｷｯﾁﾝ」は、小さなお子さま、お年
寄りの方、ご家族連れ､どなたでもお
家のような憩いの場としてご利用をし
ていただきます（平成29年～）。

○みんなの居場所&こども食堂「もぐ
もぐｷｯﾁﾝ」は、コロナ感染症対策の工
夫しながら本来の居場所機能の維持を
してきました。また、テイクアウト弁
当の提供により、独居の方等の献立の
栄養バランス改善の応援を図りました
（利用者10320食/年）。
○新型コロナウイルス感染症の環境対
策として入り口付近にテラス席を設け
ました。4名だけの席ですが、風の吹
く日も暖かくお食事時間も周りを気に
せずお過ごしいただくことができまし
た。
○ミニフリマのような形で食堂入口に
リユース品、手作り品や農作物などの
販売を通じたふれあい行いました(全
65日)。

○もぐもぐキッチンの本来のみんなの
居場所としての機能を、コロナ感染状
況を注視しながら、人と人とのつなが
りを感じられる温かな食卓を提供して
いきます。
○地域の給食センター・食品加工卸
し・青果物卸し法人等から食材を無償
で提供頂き、食材ロス削減への対応を
進めます。
◯独居高齢者等を対象に、予約形式の
ふれあいイートインランチを感染対策
を施しながら進めます(月20名位)。
○移動困難の方等を対象に、予約形式
での弁当のデリバリーを行います(月
80食)。

◯活き生きﾈｯﾄﾜｰｸは、「困った時伺い
ます」をモットーに、家庭内のさまざ
まな困りごとのサポートを通して、
「地域の人々の健康と福祉の促進」に
つなげる活動に取り組んでいきます。
高齢者支援、障がい支援、子育て支援
等について、それぞれ様々な活動をし
ていきます。

①高齢者支援活動
・ケアプラン・相談受付709件/年
・訪問介護2935件
・通所デイ2003件
・訪問看護913件
②障害者支援活動
・居宅介護・重度訪問・同行3188件
・生活介護1983件
・移動支援628件
・知的障害児放課後ﾃﾞｲ3295件
・重症心身障害児放課後等ﾃﾞｲ1928件
③助け合い活動
・家事支援・介護全般3184件
・リフォーム152件
・みんなの居場所こども食堂10320食
・福祉有償運送352件
④子育て支援活動
・託児ルーム822件
・緊急サポートセンター活動65件
・病児病後児保育室142件

※左記、これまでの取り組みの継続に
加えて･･････
◯重症心身障害児施設の新規建築する
為の土地、くすくす隣地(150坪)を取
得（令和4年12月)
◯令和5月12月重症心身障害児施設
(100㎡)を開設
◯外出が困難な重度障害児･医療的ケ
ア児のお宅で療育支援する「居宅訪問
型児童発達支援のびっこﾊｳｽ」の利用
者を拡めます（年38件）
◯在宅療養している高齢者･障害者等
お宅に訪問して看護する「訪問看護ス
テーション」の利用者を拡げます。
（年780件）
◯18才以上の障がいや難病をお持ちの
方が社会で働ける場を提供し支援する
「就労継続支援B型きらきら」を開設
します。

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

◯活き生きネットワークは、発足以来(1983年～)、「おひとりお一人が活き活きと生きる為のネットワークづくりをしていま
す」を活動理念に、「困った時伺います」をモットーに､赤ちゃんからお年寄りまであらゆる方々の支援を通して、地域にお
いて「誰も取り残さない」社会の実現を目指しています。
◯2030年を見据え、社会のニーズに照らして活動し、継続的に発展･信頼されることのできる組織に刷新を進めてまいりま
す。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

◯SDGsの共通理念の考え方は、活き生きネットワークの設立理念や助け合いのビジョンに合致するものです。これまでの活動
がＳＤＧｓゴール「誰ひとり取り残さない社会の実現」に向かっていることを自覚し､意義あるものとして歩んでいきます。
◯活き生きネットワークは、健康･福祉分野のご家庭の困りごと改善の支援に取り組んでいます。私たちの活動をＳＤＧｓ達
成目標（ｺﾞｰﾙ）に関連付け、持続開発目標（5ゴール）を策定し達成を目指します。
◯2030年を見据え、社会のニーズに照らして活動し、継続的に発展･信頼されることのできる組織に刷新を進めてまいりま
す。

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。
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杉本　彰子

代表理事

業　　　　　種

従業員（構成員）数

４ 代表者　職・氏名
職　　　　　名

氏　　　　　名

1 事業所

認定NPO法人活き生きネットワーク

http://npo-ikiiki.net

静岡市葵区安東1-23-12

420-0882

従業員115名(会員数597名)

１２．医療、福祉

５ 所　　在　　地

ホームページＵＲＬ

◯職員がやりがいをもって安心して働
くことができる法人として、就業規
則・パートアルバイト規程等の全面改
正を行い運用を進めています（令和元
年､労基法改正に合わせて）。
◯労働環境の変化や認定ＮＰＯ法人と
して必要な雇用ルールを整理し運用し
ています
◯リーダー層として活躍する女性職員
の割合を高めています。
◯全職員が｢仕事と子育てのバランス
がとれた働き方｣ができるよう、「仕
事と子育ての両立支援行動計画」を推
進しています。
◯育児休業後に円滑な復帰ができるよ
う､情報の提供等､復帰環境整備を整え
ておきます。

◯個々の事情に応じた勤務日や勤務時
間の柔軟なな働き方が可能とします。
◯就業規則に合わせた原則9日/月の休
日取得、及び年次有給休暇の取得促進
を図ります。
◯出産･子育等で退職した職員の再雇
用を推進していきます。
◯男性職員の出産・育児休暇取得等に
ついて、就業規則の改正の検討を行い
応援を進めます（配偶偶の出産休暇(2
日)、育児参加休暇(5日)、育児休業の
取得等）

○｢原則9日/月の休日取得、及び年次
有給休暇の取得促進を図ります。｣
○産休・育休後に円滑な復帰ができる
よう情報提供等のサポートします。
○子育て・介護等で退職した職員の再
雇用を促進します。
○個々の事情に応じた勤務日や勤務時
間の柔軟な働き方を可能にします。
○地域の子育て支援機関と連携して子
育て支援活動を拡げます。

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。

◯あかちゃんから高齢者（看取り）ま
で、住み慣れた所で生涯を通して暮ら
せるよう、高齢者・障がいい者・子育
て支援・本来事業（助け合い活動）等
を通して、寄り添う支援に取り組んで
います。

◯上記、活き生きネットワークのさま
ざまな事業活動は、ゴール⑪「住み続
けられる街づくり」に直結する取り組
みです。
①高齢者支援･･(居宅介護､訪問介護､
通所介護訪問看護（1,423名/年)
②障害者支援･･居宅介護･同行援護・
移動支援、生活介護、放課後等ﾃﾞｲ・
児童発達支援（1,743名/年）
③子育て支援事業･･(託児.ﾙｰﾑ、静岡
市委託緊急ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ、静岡市委託清
水病児･病後児保育室、ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ派遣
（389名/年）　

◯上記、活き生きネットワークのさま
ざまな事業活動は、ゴール⑪「住み続
けられる街づくり」に直結する取り組
みです。
①高齢者支援･･居宅介護(ケアプラン
作成800件､訪問介護(315人)､通所介護
訪問看護（150名/年)
 ②障害者支援･･居宅介護(200人)･同
行援護(250人)・移動支援(280人)、生
活介護(192人)、知的放課後等ﾃﾞｲ・児
童発達支援（404名/年）、重症心身放
課後等デイ・児童発達支援(153人)
③子育て支援事業･･託児.ﾙｰﾑ(90名)、
静岡市委託緊急ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ(140人)、静
岡市委託清水病児･病後児保育室(110
人)
④本来事業･･助け合い事業(介護家事
支援・ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀ－派遣（600名/年）

◯活き生きネットワークの全ての活動
は、さまざまなＮＰＯ・関連団体、人
と人との繫がりによって進めてきてい
ます。これまで､多くのパートナー
シップ(協働）の実践を積み経験を重
ねてきています

◯上記②③⑤⑪の持続可能な開発目標
(誰も置き去去りにしない）に向け、
まざまな支援機関等とﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによ
る連携を深め、連携・補完をし合いな
がら、様々の取り組みを進めてまいり
ます。

◯上記②③⑤⑪の持続可能な開発目標
(誰も置き去去りにしない）に向け、
まざまな支援機関等とﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによ
る連携を深め、連携・補完をし合いな
がら、様々の取り組みを進めてまいり
ます。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数


